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訪米加使節団派遣概要

1 派遣期間  令和 4年 10月 11日 (火)～ 17日 (月 ) 5泊 7日
(国内前泊含む )

2訪 問 地 アメリカ合衆国 :ニューヨーク州ニューヨーク市

カナダ :オンタリオ州オタワ市、ケベンク州モントリオール市

3 報告内容
(1)10月 12日 (水)ニ ューヨーク市          別紙 1の とおり

(2)10月 13日 (木)ニ ューヨーク市         別紙 2の とおり

(3)10月 14日 (金)モントリオール市・オタフ市   別紙 3の とおり

(4)10月 15日 (土)オタフ市 。モン トリオール市   別紙 4の とおり

※市長及び議長、各随行職員は 15日 (土)にパ リヘ移動

※ 16日 (日 )及び 17日 (月 )は、人道の港発信室職員及び通訳の帰国に係る

移動 日

4団 構 成 敦賀市長

敦賀市議会議長

議会事務局長

秘書広報課長

人道の港発信室長

人道の港発信室長補佐

渕上

福谷

山本

藤村

西川

松田

隆信

正人

寛治

弘明

明徳

和之

5 同 行 者  山田 夏子  通訳 (地域おこし協力隊員 )
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令和 4年度 訪米加使節回派遣 行程表
10月 12日 (水 )

備考所在地現地 日本 スケジュール時クスl

朝食

空港 :東京 (HND)着7:20 第 3ターミナル

NHl10イ更機中13時間

10:20 東京 (HND)発

10:15 23:15 第アターミナルNY (」FK)着

(時差△13時間 )

入国手続き等

午前

借上車両約40分0:30 NY (]FK)出発11:30

299 Park Ave′ NeW York′ NY1:10 NY日本国総領事館訪問
昼食

12:10

1:45 徒歩及び借上車両約5分12:45

165 East 56th St′ Nevv York

165 EaSt 56th St′ Neヽハ/York

2:00 A〕 C本部訪間

ランチ兼面談

アー回ン・ジエイコブ氏、ノヽナ・ル ドルフ氏他

13:00

3:30 移動 :借上車両約10分14130

1335 Avenue oFthe Amencas′ New York′ NY4:10 レチェックイン (=ユーヨーク主ルトンミツド
'ウ

ン)15:00

移動 :倍上車両約10分

67th Street New York′ NY5:0016:00 レセプシヨン準備 (大使公畳B)

午後

st 67th Street New Yo「 k,NYコット・ギルマン氏面談

イリツプ・□一ゼンフエ)レ ド氏周席

在NY日本国総領事。大使面会・挨拶

フ

17:00 6:00

夕食 65名参力日4East 67th Street Nevv York′ NY森 在NY日本国総領事 。大使主催

レセプシヨン

※市長 :挨拶・プレゼン発表

※議長 :乾杯発声

7:0018:00

NY散策 :徒歩約20分

ホテル着 (ニュ]―ク・ヒルトン・ミット
゛
タウン)21:30 10:30

夜 間

6:00

7:00

8:00

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

19:00

20:00

21:00

22:00

1335 Avenue of the Americas′ New Yo「 k′ NYNY'白 (ニュー]―クすとルトシ・ミット
゛

''シ

)宿泊
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令和 4年度 訪米加使節回派遣 行程表

所在地 備考
時刻 現地 : 日本 スケジュール

朝食 6:00

7:00

8:00

9:00

10:00

11:00

12100

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

19:00

20:00

21:00

22:00

23:00

午前
ホテ)レ出発 1335 Avenue ofthe Amehcas′ New York′ NY

移動 :借上車両約40分 ブルックリン地区ヘ

10:30 23:30 ユダヤ関連施設視察

カルマン・イエーガーNY市議面談

ラビ・ジヨエル・□一ゼンフエリレド氏面談

NY総領事館 了泉庵政務部長、桜慮領事同行

昼食会

力)レマン・イエーガーNY市議

1517 48Street Brooklyn′ NY

802 Kings Hwy′ Brooklyn′ NY

昼食

午後

13:30 2:30 借上車両約40分

14:50 3:50 カレン・レオン氏画談

ローラ・レオン氏同席

153‐ 12 Sanford Avenue FtuShing NY

15:45 4:45 移動 :借上車両約70分

ウェストチエスター郡庁政府訪問 【中止】
※当初計画のあつたウエス トチエスター君

'庁

政府訪問

については、先方の都合により急返取りやめ

1フ :00 6100 ホテ)レ到着 (ニュー]―ク・ヒルトシ・ミリドタウン) 1335 Avenue oFthe Amencas,New York′
NY

夕食

夜間

宿泊 NY'自 (ニユーヨーク・ヒルトシ・ミット
゛

'ウ

ン) 133S Avenue oFthe AmericaS′ New York′ NY

3'白目
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令和4年度 訪米加使節回派遣 行程表
10月 14日 (金 )

備考所在地スケジュー)レ時刻

朝食

航空機 2時間遅延のため空港にて待機

ホテル発

空港 :NY(LGA)着18:456i45

6:15 :18:15

当初の予定では8:35発10:30 23:00 NY(とGA)発

機中1時間30分 エアカナダAC8633便

午前

モントリオール (YUと )着 (時差△13時間)12i00 1:00
昼食

移動 :借上車両約20分モントリオール (YUL)出発

13:20 2:20 ホロコース ト博物館視察

ジャック サー′
'ag長

、オードリー・リコツプ氏案内

トリオール総 垂井奮席領事、グランモン氏同行

3:50 オタワヘ移動14:50

(借上げ車両約 150分 )

NichOlas St′ Ottawa,ON KlN 9M75:50 )レチェックイン (ノボテルオタワ)16:50

255 Sussex DriverOttawa ON′ KlN 9E66100 大使館訪問

午後

17:00

725 AcaCia Avenue Ottawar ON KlM OM8山野内在カナダ日本国大使面会・挨拶17:30 6:30
夕食

725 Acacia Avenue Ottawa′ ON KlM OM8ジュディス・クラウレイ氏面談

コリーナ・クラウレイ氏 (ご息女)同席

18:00 7:00

725 AcaCia Avenue Ottawa′ ON KlM OM87:30 当題低インタピユー (市長′ジユデイス親子′大使)18:30

※Mina Cohn氏 、体調不良により急遼欠席725 Acacia Avenue Ottawa′ ON KlM O悩 819:30 8:30 山野内在カナダ日本国大使主催公邸会食

※市長、議長、室長、室長補佐、通訳 (計 5名 )同席

夜間

6:00

7:00

8:00

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

19:00

20:00

21:00

22:00

22:30

33 NichOlas St′ Ottawa′ ON KlN 9M7オタワ泊 (ノボテサレオタワ)宿泊

4'自目
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令和 4年度 訪米加使節団派遣 行程表
10月 15日 (土 )

備考所在地スケジュール現地 : 日本日寺亥」

朝食

(借上げ車両約15分 )レ発9:00 22:00

ottawa′ Chaudiere22:15 園立ホロコース ト記念碑視察9:15

ゥール ウイルツインスキー氏案内 m野 ぬ大使同行

10:15 23:15 オタワ市内視察

午前

700 Sussex Dr.Ottawa′ Onta11:30 0:30 昼拿 (METROPORITAN 8RASSERIE RESTRANT)

山野内大使、古谷次席公使、山崎―等書記官同席
昼食

1:30 モン トリオールヘ移動12:30

(借上げ車両約150分 )

oes attse3 au meuve′ montreal(Quebec)H4G3Mフ オ0024:05 テレサ・ロメ)レ氏面談

面談者 :市長、議長、室長、通訳

15:05

(借上げ車両約 15分 )

Pttce v‖にMa砧 e′ Sute 3933 Montlealィ Quebec16:30 5:30

齊藤総領事面談、垂丼主席領事同席

ントリオール日本国総領事館訪問

午後

18:00 7:00 空港 :モン トリオー)レ (YUL)着
夕食

ホテ)レヘ不多動 (西川、松田、山田)

モントリオール (YUL)発21:05 10:22

アカナダAC870便機中6時間40分

(市長、議長、各随行計 4名 )

夜間

6:00

7:00

8:00

9:00

10:00

11100

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

19:00

20:00

21100

22:00

+1-514-874-9090Boul Rene Levesque West′ MontreaL QuCbec H2Z lA2Bりう
°
 ホテルサ1゛イウイン

''ム

モントリオールセン
'一

宿泊

5'自目
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令和 4年度 訪米加使節回派遣 行程表

6'自目 (機中泊 )

備考
時刻 現地 日本 スケジュール 所在地

朝食 6:00

7:00

8:00

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

19i00

20:00

21:00

22:00

午前

(市長、議長、各随行 計4名 )9i45 16:45 パリ (CDG)空港君

(パリ時差△フ時間) 北前船フォーラムinパリヘ

10:30 17:30 空港 :モントリオール (YUL)着 (西

'11、

松田、山田 計 3名 )

昼食

年後

モントリオーテレ(YUL)発 (西川、松田、山田 計 3名 )13:40 20:40

アカナダ AC5便

夕食

夜間

宿

'自

備考口寺クスu 現地 日本 スケジュール 所在地

15:00
15:45 成田 (NRT)着 (西サ||、 松田、山田 計 3名 )
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丹il紙 1

oAJC(米 国ユダヤ人委員会)本部訪問
1 日 時  令和 4年 10月 12日 (水) 13:00～ 14:30
2 場 所  AJC本 部
3 出席者  (本目手方)

アーロン 。ジエイコブ A」C外交部部長
デイナ・レビンノン・スタイナー

A」Cア クセスグローバル担当部長
ハナ・ル ドルフ AJCアジア太平洋研究所所長補佐
その他 「カケハシ・プロジエク ト」参加者  3名 を含む計 9名

(同席者 )

桜庭 大輔 在ニューヨーク日本国総領事館 領事

4 内 容
・ユダヤの歴史を語りついでいく活動に改めて謝意表明を受けた。

・AJCと しても若者を対象として活動を進めている中で、当市との関係を

今後強化していくことを確認。
。外務省による招請事業 「カケハシ・プロジエクト」に全米で 18名 参加

するうちの3名が参加しており、 12月 に来日予定。
。「カケハン・プロジエクト」参力日者に敦賀に来ていただくことができるよ

う、日本滞在プログラムに人道の港 敦賀ムゼウム訪間が組み込まれるよ

う、お互いに協力していくことを合意した。

・「カケハシ・プロジェクト」の参加者にその方の祖父が敦賀に上陸したと

いう敦賀と関わりのある人がいたとの情報を得ることができた。

・敦賀の基幹産業や若年層の UIJタ ーン促進など幅広い意見交換を実施。

-9-



0ス コン ト・ギルマン氏面談

1  日  日寺   令不日4年 10月 12日  (ノよく) 1 7 : 00-1 7 : 45
2 場 所  在ニューヨーク日本国総領事公邸
3 出席者  (相手方〉

スコット・ギルマン 」apanQuest JOurneys業務執行取締役
(同席者〉

フィリップ 。ローゼンフェル ド 日本ユダヤ教団会長
(JapanQuest JOurneys共同狛ll女台

'者
)

4 内 容
。米国高所得者層による訪日旅行の際に当市を含むツアー造成を依頼。

C教賀訪間に向けて、旅行社視点にて、充実したプログラムとするための

提案をいただいた。
。日本は見に行くところは多いが、泊まるところが少ない。また、宿泊施

設として、大きいところでなく、小さくてもサービスのいいところ、ブ

ディックホテル (客室数が 10～100室程度と比較的、規模が小さいなが

らも、独創性がれれる独特なデザインやサービス等を売りにしているテ

ーマ性のあるホテル)を求める客も多い。
・これからの旅は観るだけでなく価値を体験できることが重要であり、そ

れができれば金額は気にならなくなる、街のストーリーを誰かと話しな

がら回ることができるとよいだろうといつた意見をいただいた。

・敦賀市の観光の現状などを説明し、敦賀を中心に県内の各観光地などを

組み合わせていくことの重要性を確認。

・ユダヤ関係の顧客が多いことから、今後のツアー造成時に敦賀を訪問先

に加えていただくことについて前向きな回答をいただいた。

o在ニューヨーク日本国総領事 。大使面談

１

２

３

日 時  令和 4年 10月 12日 (水)17
場 所  在ニューヨーク日本国総領事公邸

50～ 18:00

出席者 〈相手方〉

森 美樹夫 在ニューヨーク日本国総領事 。大使
(同席者〉

桜庭 大輔 在ニューヨーク日本国総領事館 領事

-10-



4 内 容
。今回の米国訪問に際しての各種協力や、歓迎 レセプション

の開催につい

て謝意を伝えた。

・今後の米国、特にニューヨーク在住者等との交流について、引き続き
ご

助力をいただけるよう依頼。

o森 在ニューヨーク総領事 。大使主催敦賀市長歓迎レセプシヨン

1 日 時  令和 4年 10月 12日 (水)18:00～ 21:00
2 場 所  在ニューヨーク日本国総領事公邸
3 出席者  杉原サバイバー及び関係者、ユダヤ系市議、ユダヤ系団体、

関係国外交官、旅行
。観光関係者、現地メディア等 計約 65名

4 内 容
・森大使 (総領事 )、 市長、イエーガーNY市議、杉原サバイバー親族、在
NYイ スラエル総領事等によるあいさつに続き、市長による人道の港 敦

賀のプレゼンテーシヨンを実施。その後、杉原サ
パイバー マーシヤ・

レオン氏のご息女によるピアノ演奏や、レオン氏の遺品である扇子の敦

賀市への寄贈セレモニーを実施 した。

・敦賀市議会議長による乾杯の後、約 1時間半にわたる歓談が行われ、出

席者 と親交を深めた。

・ リニューアル したムゼウムを始め、敦賀市に関する PRを実施、既存の関

係強化と共に新たなネットワーク構築を図つた。
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別紙 2

●ブルックリン 44区祝察

1 日 時   令和 4年110月 13日 (木) 10i30～ 13:30
2 場 所  1517 48street,Brooklyn 外
3 出席者  (相手方 )

カルマン 。イエーガー ニューヨーク市議会議員
ラビ。ジヨエル・ローゼンフェル ド

※ ラビ…ユダヤ教における宗教的指導者

(同席者〉

了泉庵 達士 在ニューヨーク日本国総領事館 政務部長
桜庭 大輔  同 領事

4 内 容
・ラビの案内により、ユダヤ関連施設及びユダヤ祝 日行事

の視察を行い、

超正統派ユダヤの習慣や文化などについての理解を深めた。

・来敦経験のあるカルマン・イエーガーNY市議を介 して、現地ユダヤコ

ミュニテイとの交流を実施。その際、イエーガー市議より、自ら人道
の

港敦賀のス トー リーを紹介 していただくなど、積極的に敦賀
の PRを実施

することができた。

・ィェーガー市議より、2018年に本市を訪問した際の、当市の受け入れに

ついて改めて謝意が表明された。

・ユダヤ教の教義に則 した食事のルール (コ ーシヤ)に完全に合致 した食

事を提供するには、ラビによるレス トランの確認
・認証が必要 となる。

ここ数年ユダヤの方々による訪 日旅行は増えているが、
コーシヤレス ト

ランの運営は経営面で課題がありうる等の情報提供をいただ
いた。

・新 しくなつたムゼ ウムヘは、コロナ禍により訪問出来て
いないため、来

日した際は、是非訪問するとのことであつた。

-12-



o杉原サバイバーご令嬢面談

1 日 時  令和 4年 10月 13日 (木) 14:50～ 15:45
2 場 所  カレン・ レオン氏 ご自宅
3 出席者  カレン・ レオン氏 (杉原サバイバー マーシャ 。レオン氏ご息女 )

ローラ・ レオン氏 (同 )

ニナ・レオン氏 (同 )

4 内 容
・ 12日 に開催されたレセプションでの、ピアノ演奏及び扇子寄贈に関して

謝意を伝えた。また、ニナ・ レオン氏が作曲した楽由については、
ムゼウ

ムで開催 しているピアノコンサー トの際に演奏していることを報告した。

・杉原サバイバーであり、 3人の母であるマーシヤ
。レオン氏が敦賀上陸、

神戸での生活を経て米国へ持つて行つた品々等、同氏に関する多数の資

料を見せていただいた。
。また、これ らの資料を活用 して将来的にムゼウムでの企画展を開催する

ことについて提案 したところ、同意をいただくことができた。

※ 当初計画していたウェス トチエスター郡庁政府訪間については、先方の都合に
より急邊取りやめとなりました。
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月|1細i3

0モ ントリオール・ホロコース ト博物館視察

1 日 時  令和 4年 10月 14日 (金) 13:20～ 14:50
2 場 所  モントリオール・ホロコース ト博物館
3 出席者  (本目手方)

ジャック・サーダ 館長
オー ドリー・ リコップ 副館長
フィシェァレ・ゴルディグ氏 (ホ ロコース トのサバイバー)

(同席者〉

垂井 俊治 在モン トリオール 日本国総領事館 首席領事 外
4 内 容
・館内全体の視察に加え、杉原千畝氏や杉原サバイパーに関する展示を重点

的に案内いただき、今後館同士の連携を進めていくことを確認 した。

・ 2025年 にリニューアル予定とのこと。
・ホロコース トのサバイバーであるゴルディグ氏にも同席いただき、当時の

ョーロッパでのユダヤ人迫害の記憶などを伺った。

・ 1939年 生まれで 9歳のころにグットー (ユダヤ人が住むことを許され
た近隣地域)での生活が始まつたとのことで、そこでの生活の様子や、ヨ
~ロ ンパの多くの都市で厳 しい規制や制限のもとに置かれていたことな

ど、悲惨な生活の様子を語つていただいた。

。また、ユダヤ人を助けてくれていた敦賀市に感謝の意が示された。

・ゴルディグ氏は、大学生のグループや観光客に講義をして、この歴史が志

れ られないように語 り部として活動を続けているとのことであつた。
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0在カナダ日本国大使館訪問

1 日 時  令和4年 10月 14日 (金) 17:00～ 17:20
2 場 所  在カナダ日本国大使館
3 相手方  古谷 徳郎 在カナダ日本国大使館 次席公使 外
4 内 容
。今回のカナダ訪間に際しての各種協力や、夕食会の開催について謝意を伝

えた。
・今後のカナグとの交流について、引き続きご助力をいただけるよう依頼。

0杉原サバイバーご令嬢面談

1 日 時  令和4年 10月 14日 (金) 18:00～ 18:30
2 場 所  在カナダ日本国大使公邸
3 出席者  (相手方〉

ジュディス・クラウレイ氏 (杉原サバイバーノニア・リード氏姪)

コリーナ・クラウレイ氏 (ジュデイス氏ご息女)

(同席者〉

山野内 勘二 在カナダ日本国大使
中村 泰徳 在カナダ大使館 広報・文化部門次席

4 内 容
・ジュディス・クラウレイ氏より、杉原サバイバーである自分の家族の話や

「大迫アルバム」に写真が残る叔母のソニア・リード氏の話を伺つた。

・敦賀市より、「大迫アルバム」のレプリカを贈呈し、ノニア・リ
ード氏の写

真やその裏のメッセージなどについてご覧いただいた。
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当

１

２

３

● 地紙 (ヒ ルタイムズ紙)イ ンタビュー

日 時  令和 4年 10月 14日 (金) 18:30～ 19:00

場 所  在カナダ日本国大使公邸
出席者  (本目手方〉

ニール・モス ヒルタイムズ紙記者
サム・ガルシア ヒルタイムズ紙カメラマン
(同席者〉

ジュディス・クラウレイ氏 (杉原サバイバーゾニア
・ リー ド氏姪 )

コリーナ・クラウレイ氏 (ジュディス氏ご息女 )

山野内 勘二 在カナダ日本国大使
内 容
。人道の港 敦賀の歴史や、現在の取り組みについて敦賀市から説明する

と

ともに、ジュデイス・クラウレイ氏よりご自身の家族の歴史に
ついて説明。

・敦賀市、クラウレイ氏、山野内大使宛の、
「なぜこのような歴史を守ること

が必要と考えるか」という質問に対応した。

。その中で、クラウレイ氏より歴史を繋ぐために、次の世代に形として見
せ

ることが大事であり、今回は娘にそれを見せることができたと語つて
いた。

●山野内在カナダ大使主催夕食会

令不日4年 10月 14日 (金) 19:30～ 21:30
在カナダ日本国大使公邸

山野内 勘二 在カナダ日本国大使
ジュディス・クラウレイ氏 (杉原サバイバーゾニア・ リー ド氏姪 )

コリーナ・クラウレイ氏 (ジュデイス氏ご息女 )

ローネン・ホフマン 在カナダイスラエル大使
ミシェル・アラ ド 在カナダイスラエル大使パー トナー

4 内 容
。出席者に向けて、人道の港 敦賀の歴史や取り組みを紹介した。

・カナダの国の情報、国勢やカナダにおけるユダヤ人やサバイ
パーについて

等の情報提供をいただいた。
。在カナダイスラエル大使へ向けて、10月 以降ムゼウムにイスラ

エルから

団体客の予約が複数あることを報告し、イスラエルからの誘客促進等
の観

光面に関する意見交換を行つた。
。その中で、どのように今後の交流を続けていくかという話題には、例えば

スポーツなど、分野を特定して行うのも方法であるなどの意見があつた。

4

1 日 時
2場 所

3 出席者
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0国立ホロコース ト記念碑視察

1 日 時  令和 4年 10月 15日 (土) 9:15～ 10:15
2 場 所  オタワ 国立ホロコース ト記念碑
3 同席者  山野内 勘二 在カナダ日本国大使

山崎 明子 在カナダ日本国大使館 一等書記官
アル トレ
~ル・ ウィルツィンスキー

ホロコース ト教育・奨学金センター理事

4 内 容
・アル トゥール・ウィルツィンスキー氏より、ホロ

コース ト記念碑の設計の

意図や施設、展示の内 などについて 詳細な説明を けた。

0初代駐 日ポーラン ド共和国大使ご令嬢面談

1 日 時  令和 4年 10月 15日 (土) 15105～ 16:10
2 場 所  ご自宅
3 出席者  テレサ 。ロメル氏 (初代駐 日ポーラン ド共和国大使ご息女)
4 内 容
・2021年 2～5月 にムゼウムで開催した企画展『「命のビザ」～もう一人の外

交官 タデウシユ・ロメル展～』の様子を紹介するとともに、企画展
ヘメッ

セージを提供いただいたことに姑して感謝を伝えた。
。テレサ 。ロメル氏より、タデウシュ・ロメル初代駐日大使のお話を伺うと

ともに、敦賀市やムゼウムの取り組みについての応援をいただいた。

・ロメル大使の活動が取り上げられるのは光栄だが、ユダヤ難民支援以外に

も、大使が日々 人を助けていたということを知つてもらいたいとお話され

た。
・敦賀高校創生部による館内ガイドの取り組みなどについて説明したところ、

テレサ。ロメル氏は若い方に歴史が受け継がれていることを嬉しく思う旨

お話 しいただいた。



0在モン トリオール 日本国総領事面談

1 日 時  令和 4年 10月 15日 (土) 16:30～ 17:15
2 場 所  在モン トリオール 日本国総領事館
3 出席者  齊藤 純 在モン トリオール 日本国総領事

垂井 俊治 同 首席領事
4 内 容
。モン トリオールを含むケベ ック州に関して、総領事より説明を受けた。

・カナダの中でも、ケベンク州が「英語の海に浮かぶフランス語の島」と呼

ばれるほど文化的に特異であることや、経済などについて幅広く説明をい

ただき、当地に関して理解を深めた。
。今回のカナダ訪間に際しての各種協力について、謝意を伝えた。

・敦賀市について文化・経済面を含めた説明を行い、カナグでの人道の港

敦賀の発信に向けての協力を依頼した。

※ 市長・議長一行の 10月 16日 (日 )以降は、敦賀市文化振興課より報告します。

※ 人道の港発信室職員及び通訳について、 16日 (日 )及び 17日 (月 )は帰国に係る移動

日のため特記事項はありません。
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的
０
∞
ｏ
〓
ｃ
り
一ｏ
Ｌ
部
も
０
躍
よ
ｏ
∽
一３
ｏ

朝
日
の
影
長
く

太
陽
が
冬
支
度

■
新

聞
と

同
じ

レ
イ

ア
ウ
ト

で
読

め

る
デ

ジ

タ

ル
版
　
電
ヨ

・皇
協
一ぎ
一ゆ
〓
・８
ヨ

世

界

の
ど

こ
に

い
て
も

Ｎ

Ｙ

の
今

が
分

か

る

日
本

語
新

聞

命
の
ビ
ザ
で
日
米
交
流

測
上
敦
賀
市
長
が
来
米

渕
上
隆
信

・
敦
賀
市
長
が
世

界
最
大
の
ユ
ダ
ヤ

・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
存
在
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
を
来
訪
し
、
同
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
と
の
関
係
を
強
化
す
る
目
的

で
‐２
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

総
領
事
公
邸

で
同
市
に
あ
る

「
人
道
の
港

敦
賀
ム
ゼ
ウ
ム
」

の
紹
介
と
感
謝
の
挨
拶
を
行

っ

た
。致

賀
港
は
、
明
治
か
ら
昭
和

初
期
に
か
け
て
、
シ
ベ
リ
ア
鉄

道
を
経
由
し
て
日
本
と
ヨ
ー
ロ

ツ
パ
を
結
ぶ
国
際
港
と
し
て
発

展
し
た
。
１
９
２
０
年
代
に
は

ロ
シ
ア
革
命
の
動
乱
に
よ
っ
て

シ
ベ
リ
ア
で
家
族
を
失

っ
た
ポ

ー
ラ
ン
ド
孤
児
、
１
９
４
０
年

代
に
は
杉
原
千
畝
氏
が
発
給
し

た

「命
の
ビ
ザ
」
で
救
わ
れ
た

ユ
ダ
ヤ
難
民
た
ち
が
上
陸
し
た

歴
史
が
あ
る
。
当
時
の
建
物
を

復
元
し
た
資
料
館

「人
道
の
港

致
賀
ム
ゼ
ウ
ム
」
で
は
、
孤
児

と
難
民
が
上
陸
し
た
歴
史
、
彼

ら
に
手
を
差
し
伸
べ
た
人
々
、

そ
し
て
数
賀
の
人
た
ち
が
迎
え

１。
月
末
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
足
早
に
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
ヘ
と
向
か
う

行
き
交
う
人
々
の
足
取
り
も
ど
こ
か
せ
わ
し
な
く
な
る

朝
晩
の
郊
外
は
、
す
で
に
マ
ン
ハ
ツ
タ
ン
よ
り

５
度
ほ
ど
気
温
が
低
い

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
に
朝
着
く
と

朝
日
の
影
が
長
く
尾
を
引
い
て
い
た

太
陽
は

一
足
早
く
冬
支
度
に
入
っ
た
模
様

（１。
月
１２
日
午
前
９
時
、
写
真

・
三
浦
良

一
）
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本
紙

「週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館

（東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
自
）
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
聞
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

入
れ
た
様
子
を
後
世
に
伝
え
て

い
る
。
同
日
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ロ
本

総
領
事
館
主
催
に
よ
り
、
日
本

と
ユ
ダ
ヤ

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
、
当

地
に
お
け
る
各
種

ユ
ダ
ヤ
団
体

の
代
表
や
ホ
ロ
つ
―
ス
ト

・
サ

バ
イ
バ
ー
を
集
め
た
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、

親
や
親
族
が
ナ
チ
ス
か
ら
の
迫

害
を
逃
れ
て
日
本
を
経
由
し
て

ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
ユ
ダ
ヤ
系

市
民
の
子
孫
や
関
係
者
６。
人
余

り
が
招
待
さ
れ
た
。

渕
上
市
長
は
当
時
敦
賀
に
上

陸
し
た
人
々
に
子
供
た
ち
が
り

ん
ど
を
手
渡
し
て
苦
労
を
労

っ

た
董

難
民
が
腕
時
計
を
質
屋

に
入
れ
て
お
金
を
借
り
た
が
、

質
屋
は
持
ち
主
が
取
り
に
く
る

か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、
自
分

の
娘
が
欲
し
が

っ
た
１
つ
の
時

計
以
外
は
質
流
に
出
さ
な
か
っ

た
話
、
唯

一
残

っ
た
娘
の
腕
時

計
が
展
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

紹
介
（
「水
際
対
策
が
大
幅
に

緩
和
さ
れ
た
日
本

へ
ど
う
ぞ
み

な
さ
ん
教
貿

へ
お
越
し
く
だ
さ

い
」
と
感
謝
の
挨
拶
を
し
た
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
前
の
ぶ
奥
で

は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の

森
美
樹
夫
大
使
、
渕
上
市
長
、

イ
エ
ガ
ー

・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

議
、
在

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
イ
ス
ラ

エ
ル
総
領
事
に
よ
る
接
拶
、
ホ

ロ
コ
ー
ス
ト

・
サ
バ
イ
バ
ー
の

娘
ロ
ー
ラ

・
レ
オ
ン
さ
ん
に
よ

る
ピ
ア
ノ
演
奏

「
マ
ー
シ
ャ
の

あ
り
が
と
う
」
Ｈ
写
真
＝
が
被

露
さ
れ
た
。
福
谷
正
人

・
孜
賀

市
議
会
議
長
の
発
声

で
乾
杯

し
、
コ
ー
シ
ャ
料
理
、
酒
、
和

食
な
ど
が
ブ
ッ
フ
ェ
形
式
で
振

る
舞
わ
れ
、
和
や
か
に
懇
談
し

た
。

（関
連
記
事
４
～
５
面
に
）

奪・718い032・漁帥

回 丼  NEX‐ SKY BASEC

（フ
リ
ー
）
③
≧
３
コ】ュＯＪゃり
、０り０罵
ュ
一Ｏ
ｚ豊
ざ
井
♂
】葺
密
翠
盟
】音
０

ムジンサー
日

上記Eメールアドレスにご連絡ください。

室潜送迎・観光・企業訪間
コーポレートアカウント

お問合せは

email:hinomaru@rcn.● om 藝 靭
218 West 72nd St.
New York,NV 10023
Tel:212‐510-7799
営4儲間l i30‐21:15日曜定休

しんばし72

一般社団法人海外国る新聞放送協会
加盟社
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ビ
ザ
最
前
線

加
藤
弁
護
士
の

今
年
の
３
月
以
降

ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
ヘ
の
侵
略
が
始
ま

っ
て
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々

の
米
国
入
国
に
関
し
て
、
米
国

政
府
は
、
人
権
救
済
の
目
的
で

「
ｏ
ョ
〕
ｑ
留
＜
マ
９
８
府Ｏ
α
摯
甲

ア
サ
イ
ラ
ム

（亡
命
）

に
よ
る
移
民
ビ
ザ
申
請

庁５

Ｔ
Ｐ
Ｓ

【
暫
定
的
な
保
護

ん
。

新

灘

鶏

熱

変

錢

弾
柳
蝶
鶉

許
可
し
ま
し
た
。
ア
サ
イ
ラ
ム
　
水ヽ
住
し
て
い
る
国
で
迫
害
さ
れ

か
ら
米
国
で
の
移
民
ビ
ザ

（永
　
る
と
い
う
恐
怖
が
あ
る
こ
と
。

住
権
）
申
請
も
可
能
で
す
。
今
　
（
３
）
人
種
、
宗
教
、
国
籍
、

国
は
、
こ
の
ア
サ
イ
ラ
ム
中
請

政
治
的
な
意
見
、
ま
た
は
特
殊

に
関
し
て
ご
説
明

い
た
し
ま

す
。ア
サ
イ
ラ
ム
は
、
亡
命
と

一

般
的
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ア
サ
イ
ラ
ム
申
請
を
す
る
に

は
、
次
の
３
つ
の
条
件
を
満
た

し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
逃
げ
る
た
め
に
隆

路
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
使

っ
て
、

さ
ら
に
船
に
乗

っ
て
日
本
経
由

で
ア
メ
リ
カ
に
渡

っ
た
多
く
に

ユ
ダ
ヤ
人
が
い
た
。
手
に
し
て

い
た
の
は
戦
時
下
に
海
外
渡
航

す
る
た
め
の
唯

一
の
手
段
で
あ

る
第
３
国
を
通
過
す
る

「命
の

ビ
ザ
」
だ

っ
た
。

そ
の
２
０
０
０
余
り
の
手
書

き
の
ビ
ザ
を
書

い
た
外
交
宮
、

が
あ
る
。

そ
れ
で
は
こ
の
ア
サ
イ
ラ
ム

①

日
本
で
著
名
な
芸
能
人
の

方

（Ｓ
さ
ん
）
が
違
法
薬
物
所

持
と
使
用
と
い
う
こ
と
で
罰
せ

ら
れ
ま
し
た
。
初
犯
と
い
う
こ

と
で
猶
予
判
決
は
で
ま
し
た

が
、
Ｓ
さ
ん
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
さ
ま
ざ
ま
な
中

傷
を
受
け
ま
し
た
。
精
神
的
に

多
大
な
苦
痛
を
受
け
鬱
状
態
に

な
り
、
芸
能
活
動
を
続
け
る
こ

と
も
日
々
の
生
活
を
続
け
る
こ

と
も
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
日

本
に
居
住
す
る
の
は
精
神
的
に

杉
原
千
畝
と
日
本
に
感
謝
す
る

家
族
が

ニ
ュ
ー
コ
ー
ク
に
い

る
。
普
時

１０
歳
だ

っ
た
少
女
、

マ
ー
シ
ャ

・
ベ
ル
ン
ス
タ
イ
ン

苦
痛
、
と
い
う
こ
と
で
米
国
に

亡
命
す
る
た
め
に
／
サ
イ
ラ
ム

中
請
を
し
よ
う
と
思

い
ま
す

が
、
可
能
で
し
ょ
う
か
？

日

「
返
答
」
＝
で
き
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
違
法
業
物
は
日
本
で
重

罪
と
見
徹
さ
れ
ま
す
。
重
罪
を

犯
し
た
と
い
う
こ
と
で
最
初
の

条
件
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

②

Ｋ
さ
ん
は
、
性
的
少
数
者

（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
）
活
動
を
し
て
お

り
ま
す
。
た
だ
し
Ｋ
さ
ん
の
居

住
し
て
い
る
国
で
は
同
性
の
交

際
も
結
婚
も
認
め
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
Ｋ
さ
ん
は
し
Ｃ
８
Ｔ
活

動
家
と
し
て
刑
事
施
設
に
収
容

さ
れ
、
過
酷
な
取
り
調
べ
を
受

け
ま
し
た
。
米
国
や
他
国
の
友

人
た
ち
の
助
け
で
施
設
か
ら
出

る
こ
と
は
で
き
ま
し
た
が
、
こ

（後
に
結
婚
し
て
姓
は
レ
オ
ン
）

さ
ん
。
５
年
前
に
８６
歳
で
他
界

し
た
が
、
３
人
の
娘
た
ち
は
協

力
し
て
１
枚
の
Ｃ
Ｄ

「
マ
ー
シ

ャ
の
あ
り
が
と
う
」
を
作

っ
た
。

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
総
領
事
公
邸

で
渕
上
隆
信
敦
賀
市
長
を
迎
え

て
鬱
日
開
か
れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
で
曲
を
披
露
し
た
娘
の
ロ
ー

ラ
さ
ん
は
ビ
ア
ノ
を
弾
く
前
に

こ
う
語

っ
た
。
「
私
た
ち
の
母

マ
ー
シ
ャ
は
、
１
９
４
１
年
２

月
に
致
賀
に
着
き
、
神
戸
に
２

月
２４
日
に
着
き
ま
し
た
。
当
時

生
存
者
の
娘
が
演
奏

Ｎ
Ｙ
で
３
姉
妹
育
て
た
母

杉
原
千
畝
の
出
し
た

ビ
ザ
で
日
本
を
通
過
し

て
Ｎ
Ｙ
に
来
た
母
親
の

故
マ
ー
シ
ャ
さ
ん

る

神
戸
市
内
の
公
囲
で
撮
影
さ
れ
た
マ
ー
シ
ャ
さ
ん

（中
央
）

と
母
ゼ
ル
ダ
さ
ん

（前
列
左
か
ら
２
人
目
）

の
写
真
。
当

時
は
戦
時
イ
て
海
外
か
ら
の
難
民
が
カ
メ
ラ
を
所
持
す
る

こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
自
本
滞
在
半
年
中
唯

一
の
写
真

の
ま
ま
そ
の
国
に
居
住
す
る
こ
　
ス
ト
レ
ス
障
害

（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）

と
で
、
Ｋ
さ
ん
は
さ
ら
な
る
政
　
と
診
断
を
受
け
ま
す
。
こ
の
ま

府
か
ら
の
迫
害
を
受
け
Ｌ
Ｃ
Ｂ
　
ま
日
本
に
居
住
し
て
い
れ
ば
白

Ｔ
活
動
は
中
止
せ
ざ
る
得
な
く
　
殺
を
す
る
ま
で
に
精
神
的
に
追

な
り
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
、
Ｋ
　
い
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

さ
ん
は
米
国
に
ア
サ
イ
ラ
ム
中
　
で
、
ア
サ
イ
ラ
ム
申
請
を
し
て

請
を
し
て
米
国
で
活
動
を
続
け
　
移
民
ビ
ザ
を
取
得
し
、
米
国
に

る
こ
と
を
友
人
か
ら
勧
め
ら
れ
　
永
住
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま

ま
し
た
。
可
能
で
し
ょ
う
か
？
　
す
が
、
可
能
で
し
ょ
う
か
？

■

「返
答
」
＝
Ｋ
さ
ん
の
場
合

日

「返
答
」
＝
Ａ
さ
ん
は
ア
サ

は
、上
記
の
３
の
条
件
の
う
ち
、　
イ
ラ
ム
申
請
を
す
る
こ
と
は
で

政
治
的
な
意
見
お
よ
び
特
殊
な
　
き
な
い
で
し
ょ
う
。
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

社
会
的
な
グ
ル
ー
プ
と
い
う
枠
　
は
、
上
記
の
条
件
に
該
当
し
な

に
入
る
の
で
、
ア
サ
イ
ラ
ム
申
　
い
か
ら
で
す
。
精
神
的
に
追
い

請
は
可
能
で
す
。　
　
　
　
　
　
込
ま
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
診
断
さ

③

日
本
で
著
名
な
方

（
Ａ
さ
　
れ
て
い
る
の
で
は
ア
サ
イ
ラ
ム

ん
）
が
そ
の
言
動
で
マ
ス
メ
デ
　
申
請
の
理
由
に
な
り
ま
せ
ん
。

ィ
ア
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
中
傷
を
受
け

て
、
そ
れ
に
よ
り
精
神
的
な
苦
　
（加
藤
恵
子
／

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

痛
を
受
け
複
雑
性
心
的
外
傷
後

州
弁
護
士
）

１。
歳
だ

っ
た
母
は
、
聖
マ
リ
ア
・

カ
ト
リ
ッ
ク
小
学
校
で
フ
ラ
ン

ス
人
の
尼
に
可
愛
が
っ
て
も
ら

っ
た
よ
う
で
す
。
母
と
祖
母
ゼ

ル
ダ

・
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
は
、

神
戸
を
拠
点
に
東
京
、
奈
良
、

大
阪
、
宝
塚
な
ど

へ
も
日
本
滞

在
中
の
６
か
月
間
で
足
を
作
ば

し
、
侍
映
画
を
見
た
り
、
本
町

を
歩
い
た
り
し
た
思
い
出
を
私

た
ち
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
の
経
験
が
、
後
に
、
米

国
に
渡

っ
て
母
親
が
結
婚
し
、

３
人
の
娘
を
産
ん
で
ユ
ダ
ヤ
系

新
間
社
の
記
者
と
し
て
働
き
な

が
ら
私
た
ち
を
歌
舞
伎
公
演
や

文
楽
に
連
れ
て
行
く
な
ど
日
本

文
化
に
触
れ
さ
せ
て
育
て
ま
し

た
。
母
が
天
草
丸
に
乗

っ
て
大

航
海
し
た
経
験
は
、
現
在
の
私

「
マ
ー
シ
ャ
の
あ
り
が
と
う
」

は
、
杉
原
と
日
本

へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
表
す
た
め
の
ビ

ア
の
ソ
コ
作
品

で
あ
り
、

い

軍

を ご シ
聾

薙

オ

ン
さ
ん
に
よ

っ
て
作
曲
さ

れ
た
。
説
明
書

に
よ
る
と

こ

の
Ｃ
Ｄ
は
、
「
母
親
、

マ
ー
シ

ヤ

・
レ
オ
ン

（
１
９
３
１
年
～

２
０
１
７
年
）

へ
の
３
人
の
娘

か
ら
の
賛
詳
で
あ
り
、
第
二
次

世
界
大
戦
中
に
お
け
る
カ
ナ
ウ

ス
の
英
雄
的
な
日
本
人
外
交
官

杉
原
千
畝
、
そ
し
て
日
本

の

人
々

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表

す
た
め
の
作
品
で
も
あ
る
」
と

書
か
れ
て
い
る
。

マ
ー
シ
ャ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

上
陸
の
地
福
井
県
敦
賀
市

人
道
の
港
敦
賀
ム
ゼ
ウ
ム

た
ち
の
平
和
な
生
活
に
つ
な
が

っ
∝
”
醸
サ
岱
の
ビ
ザ
８。
周
年

を
記
念
し
て
２
０
２
０
年
に
ピ

ア
ニ
ス
ト
の
ロ
ー
ラ
さ
ん
、
写

真
家
で
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の

カ
レ
ン
さ
ん
、
作
曲
家
の
ニ
ー

ナ
さ
ん
の
三
姉
妹
が
協
力
し
て

作

っ
た
も
の
だ
。

「揃

っ
て
３
人
が
芸
術
の
世

界
で
生
き
て
こ
れ
た
の
も
、
母

が
少
女
時
代
に
日
本
の
み
な
さ

ん
か
ら
の
温
か
い
も
て
な
し
を

受
け
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し

て
、
日
本
の
文
化
を
愛
情
を
持

っ
て
私
た
ち
に
教
育
し
た
か
ら

で
し
ょ
う
。
本
国
は
米
国
初
公

演
と
な
る

コ
マ
ー
シ
ャ
の
あ
り

が
と
う
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
」
。
　

（
１
面
に
関
連
記
事
）

か
月

の
間
に
日
本
語
を
学
ん

だ
。「

マ
ー

シ

ャ
の
あ
り
が

と

う
」
は
、
２
０
２
０
年
Ｈ
月
３

日
、
人
道
の
港
敦
賀
ム
ゼ
ウ
ム

の
リ

ニ

式
典
で
、ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン

マ
ー
シ
ャ
の
あ
り
が
と
う

日
本
の
思
い
出
を
由
に
込
め
る

住所 :〒 91牛 0072 福井県敦賞市金ケ崎町 23封

電話 :+81770‐ 3卜1035

定休日:水曜、年末年始

料金 :大人 500円,小学生以下300円′
A｀工tサイト■swug件粘環響:喚語・トランド講

ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
生
ま
れ
、
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
を
生
き
延
び
た
後
、

国
際
的
に
有
名
な
コ
ラ
ム
ニ
ス

ト
と
な

っ
た
。
彼
女
と
鳳
親
の

ゼ
ル
ダ

・
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
は

杉
原
が
発
給
し
た
「命
の
ビ
ザ
」

を
受
け
取
り
、
１
９
４
１
年
２

月
に
日
本
の
敦
賀
に
逃
れ
た
。

Ю
歳
の
少
女
だ

っ
た
マ
ー
シ
ャ

は
、
神
戸
に
滞
在
し
て
い
た
６

堂
田
展
江
氏
に

れ
た
。
Ｃ
Ｄ
ジ

ッ
ト
の
表
紙
に
は
、
１
９
４
１

年

に
マ
ー
シ
ャ
が
暮
ら
し
た

神
戸
で
の
子
供
時
代

の
思

い

出
の
品
で
あ
り
、
人
道
の
港
数

賀
ム
ゼ
ウ
ム
に
寄
贈

さ
れ
た

一扇
子
が
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
て
い

る
。

Ｃ

Ｄ

の

詳

細

は

〓

又

＼

Ｊ
Ｅ
Ｓ
す
ｏ
鰤
！
ω
獅
ｏ
ｏ
ｏ
日
汗
ａ
く

ｏ
ａ
∽＼ｏ
＼
時
卜
一

ョ
〓浄
善
宅
ｏ∽嘴
一８
】吾
８
日

て
初
演
さ

よ

っ
ヤ
ケ

Ｆ
エ
ーー
ｉ一

イ

命のビザに感謝

コu旧盟口E浄〔側EΘ

キャリアアップ

新しいワークスタイル!
ニューヨーク・ニユージヤージー州での

求人求職はMAXで。

IXうeTA軍
▲
▼
ム
了Aマ と
V周
爵4率 ひ i篭

◎ D閉嬢か疹毎醜疫
カストロ岡牧子の

・メツリド

:21 7806

自閉症と発達障害からの

脱皮を支援する自然治癒療法

-24-
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ジ
ャ
ズ
マ
ン
の
父
親
の
物
語

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
か
ら
日
本

北
出
明
さ
ん
の
続

・
命
の
ビ
ザ

英
語
版
を
会
場
で
配
布

「命
の
ビ
ザ
」
に
関
連
し
た

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
ま
だ
盛
大

に
続
い
て
い
る
時
に
記
者
は
総

領
事
公
邸
を
出
た
。
後
ろ
か
ら

総
領
事
館
の
職
員
が
追
い
か
け

て
き
て
青
い
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
を

敦
賀
か
ら
の
生
産
だ
と
言
っ
て

液
し
て
く
れ
た
。
地
下
鉄
に
乗

っ
て
オ
フ
ィ
ス
に
戻
る
車
内

で
、
自
の
前
で
同
じ
青
い
ト
ー

ト
バ
ッ
ク
を
持

っ
て
い
る
若
い

カ
ッ
プ
ル
に
気
づ

い
た
。
「
レ

セ
プ

シ
ョ
ン
に
い
た
の
で
す

か
」
と
尋
ね
た
。
そ
う
だ
と
い

う
。
二
駅
目
で
降
り
な
く
て
は

な
ら
ず
、
詳
し
い
話
は
で
き
な

か
っ
た
が
、
自
分
が
記
者
で
あ

る
こ
と
を
伝
え
て
名
刺
を
渡
し

て
連
絡
し
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん

で
別
れ
た
。
話
せ
た
の
は
２
分

く
ら
い
だ

っ
た
。
翌
日
、
メ
ー

ル
が
き
た
。

お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
。

こ
ち
ら
は
ド
ブ

・
マ
ン
ス
キ

ー
で
す
。
妻
の
エ
リ
ン

・
パ
ー

シ
ュ
と
昨
夜
、
電
車
で
あ
な
た

に
会
い
ま
し
た
。
お
会
い
で
き

ん北出明さ

て
、
簡
単
に
お
話
で
き
て
う
れ

し
い
で
す
。
以
下
は
、
昨
夜
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
私

の

父

し
磐
ａ
宝
日
々
一
が
語

っ
た
、

私
の
家
族
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら

の
脱
出
に
つ
い
て
の
詳
細
な
ス

ト
ー
リ
ー
で
す
。
こ
の
メ
ー
ル

は
父
と
も
共
有
し
て
い
ま
す
の

で
、
私
の
家
族
の
物
語
に
つ
い

て
さ
ら
に
質
問
が
あ
る
場
合

は
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
は
音
楽

フ
ァ
ン
な

の

で
、
今
夜
の
私
の
ラ
イ
ブ
に
招

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は

ジ
ャ
ズ

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
演
奏

し
、
私
の
両
親
と
西
川
明
氏
は

７
時
３。
分
の
セ
ッ
ト
に
参
加
し

ま
す
。
も
し
お
時
間
が
あ
れ
ば
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

こ
こ
で
、
私
の
父
デ
ー
ビ
ッ

ド

・
マ
ン
ス
キ
ー
が
語
る
、
私

の
家
族
の
物
語
を
ご
紹
介
し
ま

銃
の
所
有
禁
止
ゾ
ー
ン

一
時
的
に
再
び
有
効
に

テ
ー

マ
で
２
０
１
０
年
か
ら

調
査

・
執
筆

・
講
演
活
動
を

行

っ
て
き
た
北
出
明
さ
ん
が

２
０
１
２
年
に
出
し
た
前
著

『
命
の
ビ
ザ
、
遥
か
な
る
旅
路

～
杉
原
千
畝
を
陰
で
支
え
た
日

本
人
た
ち
～
」
の
続
編
で

一
昨

年
Ｈ

月
に
出
版
さ
れ
た

『続

・

命
の
ビ
ザ
、
遥
か
な
る
旅
路
～

７
枚
の
写
真
と
ユ
ダ
ヤ
人
救
出

の
外
交
官
た
ち
～
』
の
英
語
版

⌒
キ
ャ
ッ
ツ
邦
子

・
訳
）
が
当

日
の
招
待
客
に
配
布
さ
れ
た
。

連
邦
控
訴
裁
判
所
は
乾
日
、

法
廷
閣
争
と
な
っ
て
い
る
Ｎ
Ｙ

州
の
隠
蔽
携
帯
改
善
法
を

一
時

的
に
有
効
と
す
る
判
決
を
下
し

た
。銃

所
持
の
規
制
厳
格
化
を
図

る
同
法
は
今
年
９
月
１
日
に
執

行
し
た
。
し
か
し
シ
ラ
キ
ュ
ー

ス
の
連
邦
地
方
裁
判
所
は
今
月

７
日
、
米
銃
所
有
者
協
会

ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
在
住
メ

ン
バ
ー
の

「市
民
の
権
利
を
制
限
す
る
憲

法
違
反
だ
」
と
い
う
主
張
を

一

部
認
め
、　
一
時
的
に
同
法
を
差

し
止
め
る
こ
と
を
命
じ
た
。

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
を
は
じ

め
と
す
る
Ｎ
Ｙ
市
内
の

「
セ
ン

シ
テ
ィ
ブ
・
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（慎

重
を
期
す
る
区
域
ご
は
「ガ
ン
・

フ
リ
ー

・
ゾ
ー
ン
」
と
し
て
、

訴
訟
中
も
引
き
続
き
銃
の
所
有

が
禁
じ
ら
れ
る
が
、
１２
日
の
判

決
は

一
時
的
な
裁
定
で
、
今
後

３
人
の
判
事
が
今
後
さ
ら
な
る

審
査
を
進
め
る
と
い
う
。

一
方
、
Ｎ
Ｙ
州
出
の
共
和
党

ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア

・
テ
ニ
ー
下
院

議
員
と
エ
リ
ー
ズ

・
ス
テ
フ
ア

ニ
ッ
ク
下
院
議
員
は
、
１４
日
に

「裁
判
所
は
隠
蔽
携
帯
改
善
法

を
憲
法
違
反
と
し
て
直
ち
に
無

効
に
す
べ
き
」
と
す
る
下
院
決

議
案
を
提
出
し
同
法
廃
止
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。

テ
ニ
ー
氏
は

「
キ
ャ
シ
ー

・

ホ
ウ
ク
ル
同
州
知
事
率

い
る
民

主
党
員
は
、
最
高
裁
判
所
の
判

決
を
無
視
し
、
明
ら
か
に
憲
法

に
違
反
す
る
法
律
を
制
定
し

た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の
銃
所

有
の
権
利
の
た
め
に
再
び
立
ち

向
か
う
こ
と
を
光
栄
に
思
う
」

と
話
し
て
い
る
。
米
国
の
銃
規

制
は
憲
法
に
阻
ま
れ
て
い
る
。

は
、
１
９
３
９
年
に
ア
メ
リ
カ
　
母
と
ミ
ラ
お
ば
さ
ん
で
す
。
叔
　
う
で
す
。

に
来
る
た
め
の
手
続
き

（ビ
ザ
　
父
の
サ
ム
は
１９
歳
く
ら
い
で
、

の
取
得
）
を
す
で
に
始
め
て
い
　
徴
兵
さ
れ
や
す
い
の
で
、
隠
れ
　
　
も
し
、

こ
れ
が
興
味
深
く
、

た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
ド
イ
　
て
人
前
に
出
な
か
っ
た
。
父
は
　
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

ツ
と
ロ
シ
ア
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
　
ま
だ
若
か
っ
た
の
で
、
カ
ウ
ナ
　
ま
た
、
質
問
が
あ
れ
ば
教
え
て

侵
攻
し
、
彼
ら
は
ワ
ル
シ
ャ
フ
　
ス
ま
で
行
く
の
は
無
理
だ

っ
た
　
く
だ
さ
い
。

の
ア
メ
リ
カ
大
使
館
に
書
類
を
　
よ
う
で
す
。
彼
ら
は
、
祖
母
と
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

取
り
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
く
　

トヽトラ
と
父
に
１
枚
、
サ
ム
に
１
　
∪
宅

宝
ヨ
∽
富

な
っ
た
の
で
す
。
リ
ダ
は
東
部

枚
の
計
２
枚
の
通
過
ビ
ザ
を
取
　
　
　
　
　
　
◇

に
あ
り
、
ロ
シ
ア
に
侵
攻
さ
れ
　
得
し
た
（
１８
歳
未
満
の
場
合
は
、　
　
終
日
外
出
し
て
い
て
こ
の
メ

た

の
で
、
祖
母
、
サ
ム

（
叔

一親
の
ビ
ザ
ヽ

そ
の
お
か
げ
で
、　
―
ル
に
気
が
つ
い
た
の
は
、
午

雫
滞
縫
海
焼
羮
彪
縫
げ帝
離轄
鐸
“詳
籐

鶴鞠
籍
発
議
畜
駆
雑
離
競

も

一
緒
に
出
発
し
ま
し
た
。
リ
　
シ
ア
ト
ル
ヘ
向
か
っ
た
。
彼
ら
　
グ
ル
ー
プ
で
、
ド
ブ

・
マ
ン
ス

ト
ア
ニ
ア
で
は
、
お
そ
ら
く
力
　
は
他
の
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
と

一
緒
　
キ
ー
は
ピ
ア
ノ
と
キ
ー
ボ
ー
ド

ウ
ナ
ス

（当
時
の
首
都
）
で
ア
　
に
神
戸
に
い
ま
し
た
。
父
の
祖

奏
者
だ

っ
た
。
チ
ツ
ク

・
コ
リ

メ
リ
カ
政
府
か
ら
ビ
ザ
を
取
得

母
は
高
齢
で
こ
の
旅
に
は
出
ら
　
ア
を
思
わ
せ
る
繊
細
な
渡
奏
だ

し
た
の
だ
ろ
う
が
、
ロ
シ
ア
で
　
れ
ず
、
他
の
親
族
と

一
緒
に
り
　
っ
た
。
父
親
の
デ
ー
ビ
ッ
ド
さ

取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
　
ト
ア

ニ
ア
に
残
さ
れ
ま
し
た
　
ん
と
母
親
の
シ
ラ
さ
ん
も
き
て

し
よ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
言
わ
れ
た

（あ
る
い
は
そ
の
よ
　
が
、
全
員
ナ
チ
ス
に
よ
っ
て
殺
　
い
た
。
数
賀
市
観
光
部

・
人
道

う
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
）。
そ
　
さ
れ
ま
し
た
。
私
の
家
族
の
よ
　
の
港
発
信
室
の
室
長
、
西
川
明

私
の
祖
父

（
父
の
父
）
は
　
し
て
、
杉
感
氏
が
通
過
ビ
ザ
を
　
う
に
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ザ
を
持
っ
　
徳
さ
ん
も

一
緒
だ
っ
た
。
３
年

１
９
３
７
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
　
出
し
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
の
　
て
い
な
か
っ
た
叔
父
、
叔
母
、　
な
り
の
再
会
だ
と
い
う
。
演
奏

リ
ダ
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
　
で
し
ょ
う
。
カ
ウ
ナ
ス
ま
で
行

従
兄
弟
は
、
昨
晩
お
話
し
た
上
　
後
会
場
を
出
る
と
土
砂
降
り
の

ま
し
た
。
彼
の
妻

（父
の
母
）

っ
て
ビ
ザ
を
取
っ
た
の
は
、
祖

海
の
ゲ
ッ
ト
ー
に
送
ら
れ
た
そ
　
雨
だ
っ
た
。　
　
　
　
全
覇
響

‐Ｎ

Ｏｔ

６

爵

Ｈ

・―

闇

Ｈ

キ

Ｌ

譲

Ｉ

10月9日 (日 )q田摩・23日 (日 )

11周6日 (日 )・ 20日 (El)

米国申部時間:正午～午後2時

米国太平洋時間:午前10時～正午

:年後 1時～3時

・お申し込みは、下記の河合塾海外帰回生コースのウエブサイトに掲載の参加申し込み

前 嗣 m河
宙 塾

。ヽ

帰回生大学入試の概況と今後の受験対策

フォームをご利用ください。*Eぃma‖では申

河含強婦外掃回盗劇―スヨヒ来事構籍 ,

E弼淵 焔埓胞絲寵:解

①帰回生入試の基礎知粛と海外在住中の心欄え

②主な大学の最新入朗情報と政路法
③河含塾海外掃回生コ…スのカリキユラムの特長
★●加君アンケート回器吉に醜昭我資料と情報歯「栄冦めぎして照国生入観編Jを選星

!

定員は各日程100家庭ですので、お早めにお申し込みください。

在住回・地域に関係なく、どの日程にもご参加いただけます力ヽ より多くの方に参加

いただけるよう、1家庭1日程のみとさせていただきま現

参加に必要なIDと′ヽスコード等の情報は、実施日の2～ 3日前にお知らせしまi

帰口生大学入試説田会2022
河合塾海外帰国生¬―スでは、海外で学び日本の大学をめざす受験空をバックアツ

フするため、帰国生大学入試の説明会を実穂色しま魂 北米におきましてIよ 、今年β支は

右記の日程でオ ンライ ンで 実 腱 しま現 大学入試の最新情報および含構の秘訣

をお伝えいたしますので、是非この機会をご活用くたさい。テーマおよひ内容は下記

の通りで魂 (内容は都合により変更になると易合がありま攻)秋入学や英語ブ回クラ

ムの大学の情報は提供しません。)

実施日時

10周の実施1日

11月の実樋日

案麓踏聞
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とatest   〕́,pan    vVOrld    Spo「 ts    Ferntに ,re    Arts    COronavirt,s

Kyodo News十 fψ 隷 畿 O

Japan mayor calls for
closer ties with JeWiSh

communitiesin UoS.

温。 KYODO NEWS― Oct 15′ 2022‐ 14411周 I`」 apan

0900S
NEW YORK― AJapaneSe mayor calted for cioser ties

between the country andJewish COmmunhiesin the∪ ntted

States durirlg a recent friendship event′ reflecting on his

cityls history of heiping disptaced wartime people who fled

the Nazis.

‖
Tsuruga is the towrl、 A,hiCh warttly greeted displaced

」eWiSh peopteサ
H said Takanobじ Fuchikamiサ mayor ofthe

central city on the Sea ofJapan COast,at the gathering orl

VVedrlesday irtt Nevv York.

Tsurugar FukuI Prefecturet was known as the only city in

iapan at which many」 ewiSh refugees arnved by boatfrom

Viadivostok after receiving transit visas in Lithuania from

storied Japanese d'ptomat Chiune Sugihara.

T(vアと′9β 強曽 Or「,々を
'''Obv′

,(|ア,,そ ,,,ア βJどrθ ,1,θ ,つ rて'cθpF′ 0ア,e,rent ′
′′,ハデ9嘘 /`orlて

ο′,0`1722θ2ゑ (てノ。すοブ

Hl hope exchanges vvith」 evviSh people wvill be further

enhanced′
‖
Fuchikamisald atthe event organized by the

」apanese consulate Generalin New York,hometo a major

」eWiSh COmmunity.
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して骨test

Arnong the participants in the event vvas pianist Laura Leon′

whose mother Masha was one oftheJewS WhO escaped

japan    VVorid    Sports    Fecnttire    Arts    Coronavirus

people at the event.

Consul General卜 /1ikiO MOri encot】 raged the participants to

work together Wto enrich and deepen the friendship

between the」 ewish and the」 apanese people.‖

Sugiharar as acting consul at Kaurlast disregarded Tokyots

authorization process and ramped up the approval of

transtt visas toど eWiSh refugees who needed to aee frOm

Europe through iapan.

The nurnber of people saved by Sugihara's decision likety

amourlts to a fevvthousand′ according to recent research′

though previous estimates had long putthe figure at

around 6f000.

声〔デイ∂どで〔メごOyer∂どer

Jttpantlsraei agree to coo瞬型倒堕型堅量麹唖聖堅1』蝉

JeruSale!■ sauare dedicated to WWil〕 旦脚虹堅坦蝉

who savedJeWS frOm Nazis

Document shows role of another搬 口型運塑旦鮒匹ユ上dp__i_ng

JeWS ttee Nazis

Oct 45サ 2022 1 KYODO NEWS

0000§
難民へ「毎ナ

お願い

皆様の毎月のご葛

力強く支えます

国連UNHCR協会
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記事利用について
弯 ネ 懇 済 競 爾

―

―■ ■

マイナンパーの重み説こう 危機に発展する番号制度
上級論説委員 斉藤 徹弥
2022/10/2510:30+日 本経済新聞 電子版

マイナンプヽ一のような統一番号制度は徴兵や徴税が必要な戦争などの危機に発展してきた。

国家は個人番号で国民を管理 しつつ、福祉の充実で国民に生存を保言正し忠誠を求める。政府

がマイナンパー制度の定着を急ぐのも、こうした文脈で理解すべきだろう。

故国を失う悲しみと迫害を逃れた安土者を感じさせるピアノの旋律が12日、在ニューヨーク総

領事公邸での福井県敦賀市長歓迎式で奏でられた。ユダヤ民謡と唱歌さくらさくらに着想を

得た「マーシヤのありがとう」という曲だ。

マーシヤとは第2次大戦中に日本の外交官、杉原千畝に「命のビザ」を発給されたポーランド

生まれのユダヤ人女性。母とシベリアを横断して敦賀港に渡り、米国で著述家になつた。

2017年に亡くなつたが、娘たちが感謝を込めこの曲を作曲、演奏した。

敦賀港は「人道の港」を掲げ、ユダヤ難民が降り立つた岸壁に苦難の史実を伝える資料館、

敦賀ムゼウムがある。複製ながら杉原のサインが残るパスポートをみると歴史的業績の重み

を実感する。
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米エール大のスナイづ一教授は著書「プラックアース」で虐殺は国家の機能が壊された地域

で起こるとした。社会秩序が失われ、一般の人も蛮行にカロ担してしまうためで、ポーランド

はその象徴だ。

ナチス支配下でもフランスのように国家機能を保てれば犠牲は少ない。米英のパスポートを

持つユづヤ人も多くは安全で、その生存は国家の存在が左右した。国家の管理下にあること

を示すパスポートは危機に生存を保証する。

政府はマイナンパーカードをデジタル社会のノくスポートと呼ぶが、そこに生存にかかわる重

みは感しられない。利便性だけでなく、番号制度の重みを説くべきだろう。

番号制度に詳しい国学院大の羅芝賢准教授は著書「番号を創る権力」で、統
一番号の浸透し

た国では危機を通し、国民の管理と生存の保証という国家権力の両義性に国民の理解が醸成

されたとみる。

例えば民族が分裂した地域はスパイ対策で住民管理を4散底する必要に迫られた。冷戦下
の韓

回や回共内戦下の台湾だ。ロシアの圧力にさらされるエス トエアも同様で、羅氏は
「帝回主

義の陰に生まれた国民番号制度」と呼ぶ。

番号制度普及のカギを羅氏は導入時期にみる。福祉行政の拡大前に採用した国は行政拡大に

伴い統一番号の用途を広 tずた。戦後日本はこうした危機に直面せず、医療や年金など分野別

に独自の番号が発展した。行政は業務増大で前例重視の経路依存性を高め、番号の統
一を阻

んできた。

日本の経路依存性は伊藤亜人・東大名誉教授が思想的に説いている。著書
「日本社会の周縁

‖生」によると日本は中国や韓回と異なり、儒教に基づく論理体系的な世界観が根付かず、
土

着の民族文化に基づいて非論理的・非体系的に世界を認識してきたという。

そのためグローパル社会で必須の論理体系で説得する指導力は必ずしも評価されず、逆に現

実にI束く未熟にみられがちだとする。求められるのは状況に応した柔軟な判断力と多様な声

を調整する資質で大胆な革新より持続的な改善を好む。連続性を重んじるアナログ思考とい

え、デジタルイとを阻む―因にもなろう。

だが安全保障環境の激変はこうした思考に変化を迫る。米国家安全保障戦
団各はこの10年が中

国との競争を決定づけるとした。経済安全保障で深まる米中分断は番号制度を新たな段階
に

進めつつある。

一端が23年度のマイナンパー法改正だ。検討課題の在留手続きのデジタル化は簡素化に資す

る一方、在留者‖青報の正確
′
1生を担保し、在留管理を適正にする狙いがある。マイナンノミーを
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経済安保に使う第一歩になりうるだろう。

マイナンノく―はもともと民主党政権が立案し、消費増税を決めた12年の民主、自民、公明3

党合意に盛り込んだ。国民の管理と生存の保証という両義‖生を踏まえた建設的な議論
を期待

したい。

インノミウンド再開で敦賀ムゼウムには早速イスラエルのツアー客が訪れている。国家の両義

性を最も考え抜いているとみられる国の人に日本の番号制度はどう映るだろう。

本サービスに関する知的財産権その他一t刀の権利は、日本経済新聞社またはその情報提供者に帰
属します。また、本サービス

に掲載の記事 。写真等の無断複製・転載を禁します。
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